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★1961年3月7日生まれ
★奈良県立畝傍高校卒業
★神戸大学経営学部卒業
★（財）松下政経塾卒塾
★米国連邦議会
Congressional Fellow
★近畿大学経済学部教授
【衆議院主要役職歴】
●文部科学委員長
●議院運営委員長
【自民党主要役職歴】
●サイバーセキュリティ
対策本部長（３期）

●経済安全保障対策本部長
●政務調査会長（３期）
●治安・テロ・サイバー犯罪
対策調査会長

●総裁（現職）
【内閣役職歴】
●通商産業政務次官
●経済産業副大臣（３回任命）
●内閣府特命担当大臣（5回任命）
●総務大臣（５回任命：史上最長）
●経済安全保障担当大臣（2回任命）
●内閣総理大臣（現職）

　
私
は
、国
の
究
極
の
使
命
は「
国
民
の
皆
様
の
生
命
と
財
産
」「
領
土
・
領
海
・
領
空
・
資
源
」「
国
家
の
主
権
と

名
誉
」を
守
り
抜
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は
、「
総
合
的
な
国
力
」の
強
化
が

必
要
で
す
。そ
れ
は
、「
外
交
力
」「
防
衛
力
」「
経
済
力
」「
技
術
力
」「
情
報
力
」「
人
材
力
」で
す
。

　
こ
の
六
つ
の
力
を
強
く
す
る
上
で
は
、何
よ
り
も「
経
済
成
長
」が
必
要
で
す
。経
済
を
伸
ば
す
の
は
、私
達

一
人
ひ
と
り
で
す
。そ
し
て
、人
を
前
進
さ
せ
る
も
の
は「
希
望
」で
す
。

　
初
め
て
投
票
す
る
十
八
歳
の
若
者
に
も
、日
本
の
未
来
を
信
じ
て
欲
し
い
。希
望
を
抱
い
て
欲
し
い
。私
の

政
策
は
、そ
の
一
点
を
出
発
点
と
し
、帰
着
点
と
し
ま
す
。

　「
私
達
が
生
き
て
い
る
今
。そ
れ
は
、誰
か
が
命
懸
け
で
守
ろ
う
と
し
た
未
来
だ
っ
た
」。

　
そ
の
未
来
を
生
き
、今
の
一
時
代
を
お
預
か
り
し
て
い
る
私
達
に
は
、「
日
本
列
島
を
、強
く
豊
か
に
」し
て
、

次
世
代
に
贈
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
危
機
管
理
投
資
」と「
成
長
投
資
」で「
強
い
経
済
」を
実
現
！

皆
様
の
大
切
な
一
票
を
お
託
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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《高市早苗の政策と実績の詳細》

日
本
列
島
を
、強
く
豊
か
に
。

日
本
列
島
を
、強
く
豊
か
に
。

日
本
列
島
を
、強
く
豊
か
に
。

日
本
列
島
を
、強
く
豊
か
に
。

　
こ
れ
ま
で
の「
経
済
・
財
政
政
策
」を「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」に
大
き
く
転
換
し
ま
す
。

　
様
々
な
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る「
危
機
管
理
投
資
」、先
端
技
術
を
開
花
さ
せ
る「
成
長
投
資
」な
ど
に
よ
り
、

皆
様
の「
安
全
・
安
心
」を
確
保
す
る
と
と
も
に
、雇
用
と
所
得
を
増
や
し
、消
費
マ
イ
ン
ド
を
改
善
し
、事
業

収
益
が
上
が
る
こ
と
で
、税
率
を
上
げ
ず
と
も
税
収
の
増
加
に
向
か
う「
強
い
経
済
」を
実
現
し
ま
す
。

●
食
料
安
全
保
障
の
確
立

全
て
の
田
畑
を
フ
ル
活
用
で
き
る
環
境
創
り
と
と
も
に
、輸
出
促
進
や
先
端
技
術
の
活
用
な
ど
に
よ
り
農
林
水
産
業
・

　

食
品
産
業
の
成
長
産
業
化
を
急
ぎ
、需
要
と
供
給
の
両
方
を
強
化
し
ま
す
。日
本
が
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を

　

誇
る
完
全
閉
鎖
型
植
物
工
場
や
陸
上
養
殖
施
設
を
国
内
外
に
展
開
し
ま
す
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
安
全
保
障
の
強
化

電
力
を
安
定
的
に
安
価
に
供
給
で
き
る
対
策
を
講
じ
、暮
ら
し
と
産
業
を
守
り
ま
す
。日
本
が
生
ん
だ
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

　

太
陽
電
池
の
普
及
、次
世
代
革
新
炉
と
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
早
期
社
会
実
装
、冷
媒
適
用
技
術
や
光
電
融
合
技
術

　

な
ど「
省
エ
ネ
技
術
」を
支
援
し
ま
す
。レ
ア
ア
ー
ス
な
ど「
国
産
資
源
開
発
」「
国
際
資
源
共
同
開
発
」に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

●
現
在
と
未
来
の
生
命
を
守
る
令
和
の
国
土
強
靭
化
対
策

国
・
自
治
体
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
リ
ス
ク
を
総
点
検
し
、衛
星
デ
ー
タ
・
Ａ
Ｉ
解
析
・
電
磁
波
・
ド
ロ
ー
ン
等

　

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
活
用
し
な
が
ら
、防
災
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
し
ま
す
。

●
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

昨
年
成
立
し
た『
サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
強
化
法
』の
下
で
、深
刻
化
す
る
脅
威
に
対
す
る
防
止
・
抑
止
を
実
現
す
る
と

　

と
も
に
、社
会
全
体
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
ま
す
。偽
情
報
対
策
に
も
注
力
し
ま
す
。

●
健
康
医
療
安
全
保
障
の
構
築

ワ
ク
チ
ン
や
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、原
材
料
・
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
・
人
材
を
国
内
で
完
結
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。「
再
生
・

　

細
胞
医
療
、遺
伝
子
治
療
分
野
」「
革
新
的
が
ん
医
療
」「
認
知
症
治
療
」等
に
係
る
研
究
開
発
を
促
進
し
ま
す
。「
医
療
・

　

介
護
等
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
補
正
予
算
で
措
置
し
ま
し
た
。「
攻
め
の
予
防
医
療
」も
推
進
し
ま
す
。

●
成
長
投
資
と
人
材
力
の
強
化

高
市
内
閣
で
定
め
た「
戦
略
十
七
分
野
」を
は
じ
め
、日
本
の
優
れ
た
技
術
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
促
進
、基
礎
研
究

　

分
野
を
含
め
た
人
材
力
や
研
究
開
発
力
の
強
化
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
強
化
に
よ
り
、「
新
技
術
立
国
」を
実
現
し
ま
す
。

「
全
世
代
の
安
心
感
」を
日
本
の
活
力
に
！

●『
日
本
国
憲
法
』と『
皇
室
典
範
』を
改
正
し
ま
す
。

●
外
国
か
ら
日
本
へ
の
投
資
の
安
全
保
障
上
の
審
査
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、「
対
日
外
国
投
資
委
員
会
」を
設
置
し
ま
す
。

●
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
関
係
省
庁
の
司
令
塔
と
し
て
、「
国
家
情
報
局
」を
設
置
し
ま
す
。

地
方
の
大
き
な「
伸
び
代
」を
活
か
す
！

●『
日
本
国
憲
法
』と『
皇
室
典
範
』を
改
正
し
ま
す
。

今
を
生
き
る
日
本
人
と
次
世
代
へ
の
責
任
を
果
た
す
！

高
市
早
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は
、「
信
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持
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政
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築
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強
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す
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四
十
七
都
道
府
県
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、安
全
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
、必
要
な
医
療
・
福
祉
や
高
度
な

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、働
く
場
所
が
あ
る
。私
が
目
指
す
日
本
の
姿
で
す
。

●
地
域
か
ら
の
提
案
に
基
づ
く「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
」を
全
国
各
地
に
戦
略
的
に
形
成
し
、日
本
列
島
の
隅
々
ま
で
活
発
な
経
済

活
動
が
行
き
渡
る
国
を
創
り
ま
す
。

●
奈
良
県
の
立
地
競
争
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、地
場
産
業
の
高
付
加
価
値
化
や
、県
産
品
の
国
内
外
市
場
へ
の
販
路
開
拓
を
応
援
し
ま
す
。

　
昨
年
末
に
成
立
し
た
補
正
予
算
の
早
期
執
行
を
促
し
、物
価
高
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

●
育
児
・
子
供
の
不
登
校
、介
護
が
原
因
の
離
職
を
減
ら
す
た
め
、ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
や
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
に

向
け
た
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。標
準
的
な
出
産
費
用
の
自
己
負
担
を
無
償
化
し
ま
す
。

●
「
社
会
保
険
料
の
逆
進
性
」に
苦
し
む
中
・
低
所
得
の
方
の
手
取
り
を
増
や
す「
給
付
付
き
税
額
控
除
」の
制
度
設
計
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
医
療
・
介
護
等
の
基
盤
を
守
る
と
と
も
に
、持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
確
立
し
ま
す
。


